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1．緒言 

足関節捻挫(以下，捻挫)は，サッカーにお

いて最も多く発生し，受傷後に構造的不安定

性(MAI)，機能的不安定性(FAI)のどちらかも

しくは両方が残存した状態を慢性足関節不安

定症(CAI)と定義している(Hertel. 2009)． 
姿勢制御能力の低下は FAI の一つとして捻

挫のリスク因子とされており，特にスポーツ

現場ではその能力を動的に評価することが重

要であると考えられている(Sefton. 2011)． 
Star Excursion Balance Test(SEBT)は，姿勢制

御能力の評価として高い信頼性が報告されて

いる．また，スポーツ現場や臨床現場などそ

の汎用性は高く，これまでの研究では CAI と
の関係が数多く示されている(Olmsted. 2002)．
しかしCAIを有する者とそうでない者のバラ

ンストレーニング効果の比較や，トレーニン

グ効果持続期間の違いは検討されていない． 
また，SEBT は、姿勢制御能力を評価する

テストであるため必ずしも足関節の不安定性

のみが影響しているわけではなく，さらに支

持基底面の移動を伴わないことからスポーツ

動作中の足関節機能の評価をするにはスポー

ツ動作を反映した評価を行う必要があると考

えた．そこで FAI との関連性が示されている

４つのホップ動作で構成される Functional 
Performance Tests(FPTs)を新たな評価として

加えて，CAI との関連を検討した． 
 本研究の目的は，1)CAI の有無でのトレー

ニング効果や効果持続期間の違いを調査する

こと，2)足関節機能的不安定性と動的な足関

節機能の関係性を検討することで、捻挫予防

に適切な評価方法を検討することである． 
2．方法 

対象は，関西学生サッカーリーグ 1 部に所

属する大学男子サッカー選手 58 名(年齢 18.6

±0.4，身長 171.4 ㎝±5.8，体重 65.8 ㎏±6.0)
である． 

測定項目は，①SEBT 前方(Ant),後外方（PL）,
後内方(PM)，②FPTs(Figure-of-eight hop test, 
Side hop test, 6-meter crossover hop test, Square 
hop test)，③FAI を判別する質問紙評価である

CAIT(25 点未満の者は FAI 群に分類)，④MAI
の指標は，超音波エコー検査(不安定性ありと

判断されたものを MAI に分類)を実施した． 
測定練習を実施した 1 週間後に、介入前

(Pre)測定を実施し，トレーニング群のみ練習

前の時間を利用し通常の練習に加えて 1回 15
分程度のバランストレーニングを週 2 回 6 週

間行った．介入終了後，Pre 測定と同様の介

入後(Post)測定を行い，Post 測定後から 6 週間

の間，トレーニング群のみ 2 週おきに計 3 回

の SEBT 測定を行った． 
トレーニングプログラムの詳細については

McKeon(2008)の先行研究を参考に多方向へ

のホップ動作による支持基底面の移動に伴う

姿勢制御能力の習得を目的とした神経筋トレ

ーニングを実施した． 
 分析は，まず SEBT スコアと CAI の関係性

を検討するため，CAIT25 点未満を CAI 群，

25 点以上を健常群に分類して，スコアの比較

を行った．目的 1)の分析については、トレー

ニング群の CAI 健側・患側，健常群，コント

ロール群の 4 群で、トレーニング前後の SEBT
スコアを比較し，トレーニング群の健側・患

側においては、トレーニング中止後 6 週間の

SEBT スコア推移を観察した．目的 2)の分析

については，全ての対象者を MAI群，FAI群，

健常群の 3 群に分類し FPTs スコアを比較し

た．また，それぞれの FPTs スコアに対して

中央値を基準に上位群と下位群に分類し，そ

れぞれの群の CAI の割合の差を調査し，CAI



図 Figure-of-eight hop test の群間比較 

と FPTs スコアの関係性を検討した． 
3．結果 

CAI 群と健常群において SEBT スコアを比

較した結果，統計学的有意差は認められなか

った．また，SEBT と FPTs の有意な相関関係

は認められなかった． 
トレーニング前後の SEBT スコア比較では

CAI群の患側と健側において PL,PMスコアに

有意なスコア向上が見られた．また，トレー

ニング中止後のスコア推移の健患比較では，

統計学的有意差は認められなかった．  
また、FPTs の群間比較では、Figure-of-eight 

hop test で FAI 群が MAI 群，健常群と比較し

有意なスコア低下を示した．また，Side hop 
test にてスコア上位群と比較し下位群に FAI
群の割合が有意に多い結果となった．

 
 

4．考察 
 SEBT と CAIT に関係性が見られなかった

ことから，SEBT は全般的な姿勢制御能力の

指標であり，不安定性を有する場合でも，臀

筋群筋力や，下肢モビリティなどの機能で代

償している可能性がある．また、CAIT はス

ポーツ動作時の足関節不安定性の指標である

ため，支持基底面の移動を伴わない SEBT と

の相関が見られなかった可能性が考えられる． 
 またトレーニング前後のスコア推移につい

ては、トレーニングによる神経筋機能向上が

スコアに影響したと考えられる．しかし，ト

レーニング群の不安定性を有さない者につい

ては有意なスコア向上が見られておらず，ト

レーニングを行う以前から神経筋機能を有し

ていた可能性や，先行研究と比較しトレーニ

ング頻度が十分ではなかった可能性も考えら

れ，今後検討が必要である．また，トレーニ

ング中止後 6 週間では，有意なスコア低下の

違いが見られなかったが，健側と比較し患側

で若干のスコア低下が見られ，今後も調査を

継続する必要があると考える． 
 また，FPTs の中で，Figure-of-eight hop test
と Side hop test においては足関節不安定性と

の関係性が認められた．側方や，斜方，回旋

動作が含まれる FPTs では質問紙のスコアが

低いほどスコアが低いことが先行研究でも示

唆されている．そのため急激な減速や、側方

への動作が含まれ足関節外側靭帯への伸張ス

トレスを誘発する 2 つのテストでは有意差が

見られたと考える．また，関係が見られなか

った 2 つのテストでは、足関節外側靭帯への

ストレスが少なかったことや，運動課題の難

易度などが影響して純粋な足関節機能を評価

できなかったと考える． 
5．スポーツ現場への応用 
 外傷・障害予防のためにはハイリスク群の

判別が重要であり，本研究では捻挫リスクと

なりうる動作中の足関節不安定性に着目して

いる．その結果，機能的な不安定性を訴えて

いる者にパフォーマンス低下が見られ，反対

に構造的な不安定を有するものでも，十分な

機能を有する場合，テストスコアを維持する

ということが示唆された．そのため今後スク

リーニングとして，質問紙調査を実施し，不

安定性を有するとされるものに対して SEBT
だけではなく FPTs によるスポーツ動作中の

機能評価を行い，パフォーマンス低下の有無

を確認することは非常に重要であると考える．

そして,低下が示唆された者に対しては，予防

的介入を行うことで捻挫リスク軽減につなが

る可能性がある． 
6．結論 
 トレーニングにより SEBT スコアは向上し，

中止後 6 週の時点では維持された．特定の

FPTs と FAI の関連が示され、SEBT，FPTs を
スクリーニングとして応用することで捻挫予

防に繋がる可能性がある． 
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